
瀬
戸
神
社
境
内
末
社

左
末
社
・右
末
社
な
ら
び
に
青
麻
社
の
修
造
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「み
た
ま
の
ふ
ゆ
」
と
は
、
私
共
が
常
に
蒙
り
い
た
だ
い
て
ゐ

る
大
神
様
の
恩
徳
、
加
護
、
御
神
威
を
尊
称
し
た
言
葉
で
す
。
人

間
は
自
分
ひ
と
り
の
力
で
生
き
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
つ
ね
に

「み

た
ま
の
ふ
ゆ
」
を
い
た
だ
い
て
、
生
か
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
す
。

瀬
戸
神
社
の
境
内
に
は
御
本
社
の

拝
殿
、
本
殿
、
幣
殿
の
ほ
か
に
、
小

さ
な
御
社
殿
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

特
に
目
を
引
く
の
は
、
御
本
殿
の

向
か
つ
て
左
側
に
三
社
、
右
側
に

一

社
の
同
じ
形
の
小
さ
い
社
殿
が
三
社

あ
る
こ
と
で
せ
う
。

境
内
に
あ
る
小
さ
な
社
は

一
般
的

に

「末
社
」
と
い
は
れ
、
こ
れ
ら
は

瀬
戸
神
社
の

「末
社
」
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
名
称
が
あ
り
、
「左
末
社
」
「右

末
社
」
「青
麻
社
」
と
称
し
ま
す
。

左
右
末
社
の
由
緒
は
前
号
で
解
説

し
ま
し
た
が
、
今
般
、
こ
の
三
社
を

改
修
し
ま
し
た
。
御
屋
根
は
こ
れ
ま

で
ペ
ン
キ
塗
り
の
ト
タ
ン
葺
き
で
し

た
が
、
銅
板
葺
き
に
改
め
ま
し
た
。

ま
た
御
扉
も
檜
材
で
そ
れ
ぞ
れ
作
り

替
え
、
壁
板
や
土
台
の
傷
ん
だ
部
分

も
改
修
し
ま
し
た
。

工
事
は
木
村
工
務
店
が
担
当
し
、

九
月
末
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
竣
功
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（青
麻
社
の
由
緒
は
四
面
）

平
成
二
十
九
年
祭
事
暦

◎
　
一
月
　
一
日
　
歳
旦
祭

鶏
鳴
神
事

◎
　
一二
月
二
〇
日
　
春
季
大
祭

祈
年
祭

。
合
祀
神
例
祭

◎
　
五
月

一
五
日
　
例
大
祭

神
社
本
靡
献
幣
使
参
向

琵
琶
島
弁
天
社

へ
神
輿
渡
御

◎
　
四
月
二
九
日
　
昭
和
祭

◎
　
一ハ
月
三
０
日
　
大
祓
式

大
祓
人
形
納
め

・
茅
の
輪
神
事

◎
　
七
月
　
九
日
　
天
王
祭
出
御
祭

本
社
神
輿
御
霊
入

・
宮
出
渡
御

◎
　
七
月

一
一
日
　
一一一つ
目
神
楽

無
形
文
化
財
湯
立
て
神
楽

◎
　
七
月

一
六
日
　
天
王
祭
巡
幸
祭

天
王
神
輿
町
内
巡
幸

◎
　
七
月
二
三
日
　
手
子
神
社
例
祭

◎
　
九
月
　
一
日
　
浅
間
神
社
例
祭

◎
　
九
月

一
七
日
　
熊
野
神
社
例
祭

無
形
文
化
財
湯
立
て
神
楽

◎

一
〇
月

一
五
日
　
手
子
神
社
秋
祭

無
形
文
化
財
湯
立
て
神
楽

◎

一
一
月
二
三
日
　
秋
季
大
祭

新
嘗
祭

◎

一
二
月
　
八
日
　
歳
の
市

開
運
熊
手
授
与

◎

〓

一月
壬

二
日
　
天
長
祭

◎

一
二
月
三

一
日
　
大
祓
式

大
祓
人
形
納
め

。
古
札
焼
納
式

◎
　
毎
月
　
一
日
　
月
次
祭
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